
資

料

昭
和
二
十
四
年
一
月
|

|
三
月

|

|
財
政
資
金
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
〈
補
論〉

一
、

は

し

が

き

日
本
銀
行
図
陣
局
調
「
政
府
資
金
移
動
概
況
」
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
十
三
年
度
第
四

・
四
半
期

中
〈
二
十
四
年
}
月
|
一
一
一
月
)
に
お
け
る
財
政
資
合
の
対
民
間
現
金
収
支
を
分
析
し
た
結
果
は
、

大
喪
別
紙
第

一
決
に
示
す
泊
り
で
あ
る
。
分
析
の
方
法
は
今
則
よ
り
市
中
銀
行
扱
の
薪
炭
買
入

資
金
を
薪
炭
稲
給
制
郎
会
計
支
山
に
加
算
し
た
ほ
か
、
従
来
と
変
り
な
い
(
分
析
方
法
の
概
援

は
問
表
世
=
害
関
)
。
同
一
方
法
に
よ
り
同
年
度
小
に
於
け
る
財
政
収
支
状
況
を
、
参
考
迄
に

阿
半
期
別
に
総
括
し
た
も
の
が
、
別
紙
約
二
挟
で
め
る
(
世
)
。

(
世
)
な
お
附
和
二
十
二
年
度
中
間
半
期
別
財
政
収
支
の
総
折
に
つ
い
て
は
木
制
査
時
報
第

六
号
木
欄
【前
掲
附
和
二
十
三
年
四
月

l
六
月
】
所
枇
第
二
表
参
照
。

本
分
析
の
意
義
と
方
法
に
つ
い
て
は
、
従
来
〈
り
返
え
し
述
べ
た
が
、
財
政
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
要
因
と
し
て
の
財
政
資
命
赤
字
突
紛
の
計
数
に
は
、
本
分
析
「
財
政
資
金
」
〈
別
表
の

H
i

同
計
)
の
ほ
か
、
経
一
治
安
定
本
部
の
「
資
金
補
給
実
総
」
に
か
L
げ
る
「
財
政
資
金
L

の
う
ち
「
国
昨

財
政
」
の
突
鎖
、
日
本
銀
行
計
理
局
「
金
融
要
略
」
の
「
政
，M
資
金
」
、
同
行
統
計
局
「
資
金
循
環
の

分
析
」
中
の
「
国
昨
財
政
資
金
」
、
並
に
木
調
査
時
報
別
稿
「
日
本
銀
行
勘
定
に
よ
る
日
本
銀
行
券

増
減
分
析
」
【
後
掲
】
中
の
つ
対
政
府
側
係
」
等
の
諸
計
数
が
あ
り
、
財
政
資
金
赤
・
1
4
の
算
定
に
つ

い
て
は
確
定
し
た
方
式
が
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
計
数
が
ま
ち
1
1
1
で
何
れ
を
と
る
べ
き
か
迷

う
、
と
い
う
声
も
あ
る
の
で
、
回
日
聞
に
補
論
と
し
て
水
分
析
に
於
け
る
「
財
政
資
金
」
の
意
義
、

算
定
方
法
を
盟
約
し
、
こ
れ
と
右
の
「
資
A
M
田
川
給
契
紛
」
に
よ
る
計
数
、
其
他
資
料
と
の
関
辿
専

に
つ
い
て
若
干
検
刑
し
て
見
る
こ
と
L
す
る
。
つ
ど
い
て
例
に
よ
っ
て
別
添
二
表
に
よ
り
朋
中

(
並
に
年
度
中
)
財
政
収
支
の
泊
樹
、
間
各
月
別
収
文
状
況
の
概
説
を
航
み
る
。

二
、
財
政
資
金
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
(補
論
)

付
木
分
析
の
財
政
資
金

日
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
当
座
ー制
金
の
毎
月
受
払
中
よ
り
、

日
本
銀
行
に
対
す
る
収
支
、
蛇

二
九
ご

に
別
口
預
金

・
指
定
預
金

・
小
額
紙
幣
引
換
準
備
預
金
等
他
の
政
府
預
金
と
の
受
払
(
組
替
)
を

除
い
た
も
の
は
、
政
府
資
金
の
対
民
間
収
支
を
示
す
が
、
別
表
は
こ
の
対
民
間
収
支
の
内
容
を

分
析
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
行
凶
庫
局
調
「
政
府
資
金
移
動
概
況
」
を
基
礎
資
料
と
す
る
。
国

庫
金
は
.掠
則
と
し
て
政
府
当
臨
預
金
を
通
じ
て
受
払
さ
れ

E
会
計
聞
の
繰
入
共
他
国
昨
内
部
の

移
換
等
の
振
替
収
支
は
当
座
預
金
に
計
上
さ
れ
な
い
こ
と
L

な
っ
て
い
る
か
ら
、
右
の
政
府
資

金
収
支
は
大
体
に
於
て
図
の
捌
政
活
動
に
基
く
対
民
間
現
金
収
支
(
註
)
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
見

て
も
一
応
益
支
な
い
。

(
註
)
こ
の
収
支
尻
は
普
通
に
「
政
府
資
金
撒
布
超
過
又
は
引
鍋
魁
過
」
と
称
せ
ら
れ
て
い

る。

燃
し
冷
が
ら
、
正
雌
に
国
の
予
算
に
対
応
す
る
財
政
資
金
の
現
金
収
支
此
を
柑
併
出
す
る
た
め

に
は
、
布
の
政
府
資
A
W一
収
文
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、

山
闘
の
金
融
活
動
に
些
〈
郵
便
貯
金
収
支
及
び
そ
の
辿

m等
の
預
金
・
間
資
金
収
支
ハ
算
定
方

法
は
別
表
世
こ
の

ω参
胤
)

間
市
中
金
融
機
関
の
部
秘
資
金
に
依
っ
て
加
わ
れ
た
公
募
公
債
代
り
金
収
入

m
H木
銀
行
引
受
後
民
間
に
消
化
さ
れ
た
短
期
証
券
(
食
糧
証
券
、
大
蹴
省
証
券
〉
の
対
民
間

償
越
献

を
除
い
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

右
の
う
ち
、
凶
の
公
務
公
俄
代
り
金
収
入
は
、
財
政
資
金
の
対
民
間
収
入
に
は
相
逃
な
い
が
、

赤
字
予
算
(
公
的
借
入
金
予
算
1
1普
通
歳
入
と
蔵
出
と
の
差
制
)
に
対
応
す
る
財
政
資
金
の
現

金
収
支
尻
を
算
出
せ
ん
と
す
る
と
の
分
析
の
目
的
よ
り
す
れ
ば
、
一
応
こ
れ
合
別
除
す
る
こ
と

を
使
宵
ι

と
す
る
(
但
し
こ
れ
を
財
源
と
す
る
現
金
支
出
は
支
出
欄
に
計
上
し
て
ゐ
る
〉
。
又
聞
の

知
則
証
券
対
民
間
航
巡
制
全
除
外
す
る
趣
旨
は
、
多
少
の
時
川
的
ず
れ
を
川
、
と
す
れ
ば
統
計
上

財
政
支
出
と
し
て
は
毘
複
計
算
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
現
状
に
於
て
は
聞
の
公
務
公
侠
を
除

、
宮
、
仙
の
公
的
借
入
金
は
殆
ど
企
・
怖
日
本
銀
行
の
引
受
又
は
貸
上
(
対
日
本
飢
行
収
支
〉
と
な
る

か
ら
、
以
上
の
三
者
を
位
除
し
た
財
政
資
金
収
支
配
は
、
ほ
ど
赤
字
v
令
部
に
対
応
す
る
財
政
資

金
収
支
配
止
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
兄
ら
れ
る
。

本
分
析
で
は
こ
の
財
政
資
金
を
、
吏
に
由
民
経
済
的
制
点
特
に
財
政
収
文
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
及
す
路
山
む
を
究
明
せ
ん
と
す
る
見
地
よ
り
、
山
消
貨
資
Am
〈
消
山
政
主
休
と
し
て
の
財
政



収
支
〉
、
凶
事
業
資
金
(
事
業
主
体
と
し
て
の
財
政
収
支
〉
、
聞
出
資
資
金
(
出
資
主
体
、
と
し
て
の

財
政
収
支
〉
の
一
一一
つ
に
分
類
し
た
。
等
し
〈
財
政
資
金
赤
字
(
又
は
黒
字
〉
と
一言
っ
て
も
其
の
イ

ン
フ
レ
1
ジ
ヲ
ン
に
対
す
る
意
味
は
夫
々
多
少
異
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
こ
の
財
政
資
金
収
支

は
振
替
収
支
を
除
い
て
あ
る
か
ら
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
予
算
純
計
に
対
応
す
る
現
計
と

見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
と
れ
を
両
会
計
に
分
別
す
る
こ
と
は
、
理
論
上
正
当
で
な
い
が
、
大
体

附
和
二
十
三
年
度
四
半
期
別
財
政
資
金
収
支
尻
実
績

|
|
本
分
析
の
方
、
法

綿
一

・
間
半
期
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0
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(一)

論
か
ら
い
え
ば
、

ω及
び
聞
の
合
計
は
ほ
ど

一
般
会
計
、
凶
は
特
別
会
計
の
夫
々
現
金
収
支
・を

あ
ら
わ
す
も
の
と
見
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
を
昭
和
二
十
三
年
度
四
半
期
別
財
政
資
金
収
支
尻
の
実
績
に
つ
い
て
見
れ
ば
左

の
通
り
で
あ
る
(
詳
細
は
別
紙
第
二
表
参
照
)
。

(
単
位
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平
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・
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七
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四
五

O

(一)

(盆
)

H

H

の
「除
外
項
白
』は
、
別
袋
に
お
い
て
は
「財
政
外
資
金
」
と
仮
称
した
が
、
予
算
に
対
応
す
る
『財
政
資
金
」
を
算
出
す
る
た
め
、
技
術
的
に
除
外
し
た
収
支
で
あ
っ
て
、
文
字
通
り
財
攻
外
の
資
金
と
い
う
怨
味
で
は
な
い
。

然
し
な
が
ら
本
統
計
の
「
政
府
資
金
」
収
支
、
又
は
右
の
如
〈
し
て
算
出
さ
れ
た
「
財
政
資
金
」

収
支
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
用
に
あ
た
っ
て
在
の
諸
点
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ω
会
計
年
度
初
め
に
お
け
る
両
年
度
収
支
の
交
鉛
、
並
に
振
替
収
支
の
除
外
等
の
た
め
、
こ

れ
を
特
定
年
度
の
予
算
の
計
数
と
そ
の
峨
対
比
さ
せ
る
こ
と
は
妥
当
を
欠
き
、
特
に
個
々
の

項
目
は
そ
の
実
態
を
あ
ら
わ
さ
な
い
こ
と
が
多
い
〈
租
税
収
入
、
貿
易
資
金
勘
定
、
食
糧
管

理
会
計
尊
〉
。

ω
更
に
通
信
事
業

・
国
有
鉄
道
事
接
会
計
の
凪
仰
金
は
、
一
部
分
が
政
府
当
座
預
金
に
計
上

さ
れ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
収
支
は
不
正
雌
た
る
を
免
れ
な
い
。
僅
か
に
預
託
金
制
度

に
よ
っ
て
ほ
Y
そ
の
収
支
尻
が
把
櫨
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
通
信
事
業
会
計
分

財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析

昭
和
二
十
四
年
一
月
l
一一
一月

は
特
に
不
十
分
で
あ
る。

間
又
統
計
上
の
未
達
勘
定
は
、
日
本
銀
行
支
応
に
於
け
る
国
庫
金
受
払
並
に
国
庫
送
金
受
払

の
み
に
つ

い
て
網
整
し
た
が
(
木
支
出
伯
政
府
勘
定

・
国
陣
送
金
勘
定

・
別
日
本
支
居
政
府
勘

定〉、

代
迎
応
に
於
け
る
国
庫
金
受
払
の
未
達
を
割
強
し
て
い
な
い
か
ら
、
米
連
勘
定
の
捌

蝦
と
し
て
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。

伺
資
金
柑
給
央
般
の
財
政
資
金

右
の
木
分
析
「財
政
資
金
」
と
、
経
済
安
定
本
部
が
資
金
需
給
実
献
と
し
て
発
表
す
る
「
回
廊
財

政
」
の
計
数
と
は
相
当
喰
逝
っ
て
い
る
。
さ
き
の
第
三
次
経
済
白
書
中
に
於
て
発
表
さ
れ
た
附
和

ご
十
三
年
度
「
闘
陣
財
政
」
赤
字
実
績
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
本
分
析
「
財
政
資
金
」
赤
字
に
比
し
、
左

二
九
三



資

料

の
通
り
第
一

・
凶
半
期
以
降
第
三

・
四
半
期
迄
に
於
て
総
計
六
十
三
億
円
多
〈
な
っ
て
い
る。

(
単
位
指
円
、

A

黒
字
)

(2) (1) 

資
金
需
給
実
績
「
国
庫
財
政
」
赤
字

一

本

分

析

「
財
政
資
金
」
赤
字

一
品

差

引

(

則

i
悶

)

一
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-1.;: ニエ ?¥!_J 
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、、
宜主ヲ、ミ

プて ::1、宝五
三三 ヨヨ. ^ 

一
総

、一一五五
一

、-一七
円一一一一一

~ 

% 

ラ4

計

こ
の
喰
逃
は
ど
こ
か
ら
生
ず
る
か
を
知
る
た
め
に
、
経
済
安
定
本
部
の
「
国
庫
財
政
」
突
鍛
算

定
の
基
礎
を
見
れ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

I
「
一
般
会
計
収
文
」
尻

副
時
金
原
簿
に
よ
る
突
樹
、
但
し
一

般
会
計
収
支
は
会
計
年
度
初
め
に
お
け
る
前
年
度
分

収
文
を
含
み
、
且
そ
の
収
入
中
に
は
専
兜
抗
金
、
財
産
税
都
の
所
間
「
流
用
現
金
」
を
加
え
る
。

H
「特
別
会
計
公
般
借
入
」
金
明
滅
民

ー

l
期
中
各
会
計
公
的
借
入
金
先
行
償
還
差
額

阻

「
合
計
」
〈

I
及

H
)

叩口

調

整

項

目

|
|
寸
特
別
会
計
公
般
借
入
金
の
増
減
と
支
払
超
過
額
と
の
差
額
、
国
庫
金
原
簿
に
よ
る

収
支
と
笑
際
の
収
支
と
の
タ
イ
ム
ラ
ツ
グ
等
」
(
原
資
料
註
記
に
よ
る
)
。

V
差
引
国
庫
財
政
「
支
払
(
又
は
収
入
)
超
過
合
計
」

い
ま
こ
れ
を
前
記
二
十
三
年
・
度
第
一

l
l第
一一
了
四
半
期
国
昨
財
政
赤
字
突
絞
に
つ
い
て
見

れ
ば
在
の
通
り
で
あ
る
。

制

「算
定
基
礎
」
の
例
(経
済
安
定
本
・
出
の
方
法
〉

昭
和
ご
十
三
年
度
第
一

・
間
半
別

l
第
一}了

間
半
期
間
昨
財
政
収
支
茨

(単
位
億
円
、
合
場
不
)

一I

般

会

計

収

支

一

一

ω
成

人

一

『可L

室

ー匂
・じ

剛.= 
3:i. 
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梨
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間

流

金

剛

収

計

凶

歳

出

問

差

引

支

払

超

過

H
特
別
会
計
公
伯
借
入

阻

合

計

W

訓

盤

唄

日

V
支

払

超

過

合

計

用

現入

L:.‘ 

一一三七〈

一一一七〉

一、0
0
八(凶九一一)

A
A
O
(

三一回忍)

一一一八
(
4

一回七)

一一
八

一
(
)
七回六回

二
九
四

b 

一、，;::; I!司 ーー ニ=ζコノ1 二二
主己 j匂 三三 -1.;: :号、 ::1'- ニユ ニエ
"" ~w J、o F、.豆主 -t; cコ
£当』

ニt
-、一穴

-
、
間
三ニ穴

一、
一o
a

-、}一毛
ニ
一一窓
A

-
、
ニ
近
抗

七百一

豆
、
(
)
C
M

窓
、
凶
O
九

凶

O
g

-、
五
九回

-、七九
九
一回一

}
、
穴
認
八

〈
位

)
ω
附畑
一
・
四
半
削
指
倒
的
は
二
十
二
年
度
分
内
舎
を
示
す
。

ω
な
お
問
年
度
第
四

・
阿
半
刈
分
は
W
内
総
見
込
企
て

O
問
一
悠
門
と
さ
れ
て
い
る
が
、
花
械
な
災
級
は

品
川
泌
さ
れ
て
い
な
い
。

'"‘ 

こ
の
う
ち

I
及

H
の
計
算
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
が
、

日
の
「
制
範
明
間
」
に
布
に
か
か
げ
た

駐
紀
の
如
〈
ん
ば
、
そ
れ
自
身
を
計
算
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
不
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
何
ら

か
の
方
法
に
よ
っ
て

V
「
支
払
超
過
合
計
」
の
突
鍛
を
別
に
計
算
し
て
、
と
れ
と

I
H
合
計
と
の

差
制
官
「
制
挫
.
明
日
」
と
す
る
外
は
な
い
。
即
ち
実
際
の
計
算
操
作
は
右
の
算
定
詰
礁
と
多
少
興

り
、
次
の
如
、S
方
法
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る。

山

先

ず

I
E合
計
を
計
算
す
る
。

間
次
に
前
帰
国
昨
局
資
料
に
よ
っ
て
、

木
分
析
と
同
一
方
法
に
よ
り
「
財
政
資
金
」
収
支
尻
を

算
出
す
る
。

聞
こ
れ
に
対
し
て
更
に

同
国
山
金
の
未
迷
(
別
表
「
未
迷
勘
定
制
整
」
〉

ω
郵
舵
貯
金
の
タ
イ
ム
ラ
ツ
グ
〈
預
金
部
原
資
の
計
数
と
、

例
仙
の
政
府
知
金
と
の
組
替

の
三
つ
を
加
減
し
て
、

(4) 

V
の
突
献
を
算
定
す
る
。

貯
金
向
原
綿
の
計
数
と
の
差
〉

す
る
。 こ
れ
と
布
の
山
と
の
差
額
を
「制
盤

-m制
」
と
し
て
、
前
期
算
定
詰
般
に
示
す
形
式
に
排
列

以
上
り
計
算
M
m
作
在
、
同
山
中
の
実
紛
に
つ
い
て
具
体
的
に
実
証
す
れ
ば
、

在
の
、
品
川
り
完
全

に
計
数
の
一
致
を
見
為
。



(B) 

実
際
の
計
算
手
続
例
(
経
済
安
定
本
部
の
方
法
)

ー

ー

ω表
と
同
期
の
実
績

〈
単
位

4

黒
字
)

億
円、

H 
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c b a 
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同付

、
五九五
・
一

円ニ
・七

ホル
・入

回
一・。

整

項

ニ
・凶
凶
・九
一A

武
E

一・五一
一0
・0一

七
2

・単一品

ハ
山
附
)
伺
は
村
及
同
の
遺
引
、
同
は
同
H
及
闘
の
抽
出
引
。

こ
の
引
算
操
作
に
つ
い
て
は
左
の
通
り
多
少
腕
問
の
余
地
が
あ
る
。

山
凶
陣
金
未
達
勘
定
の
調
整
は
本
来
「
政
府
資
金
」
収
支
全
体
に
対
し
て
行
う
ベ
舎
で
あ
っ

て
、
こ
れ
を
政
府
資
金
の
一
部
た
る
「
財
政
資
金
」
収
支
に
対
し
て
の
み
行
う
こ
と
は
、
厳
密

に
い
え
ば
再
考
の
余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

的

右

の

点
を
お
い
て
問
わ
ぬ
と
し
て
も
、
「財
政
資
金
」
収
支
か
ら
郵
便
貯
金
の
タ
イ
ム
ラ
ツ

グ
を
調
整
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
ろ
う
。

何
と

な
れ
ば
預
金
部
原
資
の
郵
便
貯
金
増
減
尻

は
、
さ
き
に
預
令
一
部
資
金
収
支
中
に
含
め
て
政
府
資
金
収
支
よ
り
差
引
い
て
あ
り
、
別
表
の

「
財
政
資
金
」
は
聞
に
郵
便
貯
金
の
影
響
を
排
除
し
た
計
数
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
対
し
て
更

に
前
記
タ
イ
ム
ラ
ツ
グ
を
調
整
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
も
あ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
安
定
本
部
発
表
の
「
国
庫
財
政
」
の
計
数
は
、
最
終
の
確
定
実

績
に
関
す
る
限
り
、
前
掲
国
庫
局
資
料
又
は
本
分
析
「
財
政
資
金
」収
支
尻
と
筏
接
な
関
係
を
有

し
、
問
題
は
未
達
勘
定
等
の
調
整
方
法
如
何
に
あ
る
こ
と
を
知
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

同

其

他
の
資
料

右
の
ほ
か
、
日
本
銀
行
行
内
に
於
て
は
、

ω
計
理
局
「
金
融
要
略
」
に
銀
行
券
発
行
回
収
要
因
と
し
て
毎
H
掲
載
さ
れ
る
「
政
府
資
金
収

財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析

昭
和
二
十
四
年
一
月
|
一
一
一月

支
尻
」
、
並
に
本
調
査
時
報
毎
号
所
枇
の
調
査
局
「
日
本
銀
行
勘
定
に
よ
る
阿
木
銀
行
券
増
減

原
因
分
析
」
に
於
け
る
「
対
政
府
関
係
」

ω
統
計
局
「資
金
循
環
の
分
析
」
に
於
て
発
表
さ
れ
て
い
る
「
国
庫
財
政
資
金
対
民
間
受
払
超

過
額
」
(
同
資
料
第
四
表
〉

等
の
計
数
が
あ
る
。

前
者
は
、
計
理
局
計
数
も
制
官
官
制
計
数
も
算
定
方
法
は
多
少
異
る
が
、
そ
の
収
支
尻
は
大
体

一
致
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
木
分
析
計
数
と
の
閥
述
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

別
表
「
政
府

資
金
再
計
」
ハ
政
府
資
金
収
支
に
、
支
底
国
陣
金
受
払
並
に
国
陣
送
金
の
米
連
を
訓
帥
鈍
し
た
も
の
)

に
対
し
て
、
更
に
「
他
の
政
府
預
金
と
の
組
替
」
を
併
せ
調
整
し
た
計
数
に
符
合
す
る
筋
合
で
あ

る
(
但
し
計
理
局
計
数
は
行
外
未
発
表
。
前
記
調
査
局
計
数
に
つ
い
て
は
本
調
査
時
報
別
稿
参

照
)
。
な
お
と
の
こ
つ
は
政
府
資
金
収
支
を
予
算
に
対
応
さ
せ
る
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
い
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
が
注
'
泣
き
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

後
半
引
即
ち
統
計
局
方
式
は
本
分
析
と
同
じ
〈
政
府
当
座
預
金
の
対
民
間
収
支
に
対
し
て
各
積

の
捌
控
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
本
分
析
に
於
け
る
一
一一
項
阿
の
調
整
〈
預
金
部
資
金
収
支
、
公

募
公
債
代
り
金
収
入
、
短
期
証
券
対
民
間
償
還
額
〉
の
ほ
か
、
更
に
「
郵
便
年
金
、
保
険
」
及
「
政

府
出
資
〈
対
金
融
機
関
ど
の
二
つ
を
調
整
す
る
点
が
両
方
式
の
主
た
る
相
違
点
を
な
す
。
き
会

の
設
例
と
同
期
(
二
十
三
年
四
月
l
l
十
二
月
)
の
実
績
に
つ
い
て
両
者
を
対
比
し
て
見
れ
ば
左

の
通
り
で
あ
る
。昭
和
二
十
三
年
度

第

一
|第
三
・

四
半
期
中
財
政
収
支
実
績
(
単
位

百
万
円
〉

本
分
析
の
方
式

受

一

六問。、君。一

四一
、
=一五七

一九
、至
。

統

剖-

(→ 

式

-一入、回一
六

一九
、
至
。

-一、
一九
九

方

同

局

の

唄

= Aι 

払

払

目

政
府
預
金
対
民
間
受
払
額

預

金

部
、

郵

便

貯

金

公

募

国

債

代

り

金

短

期

証

券

償

還

額

郵

便

年

金

保

険

政
府
出
資
(
対
金
融
機
関
〉

F EDCBA 

入三
宮一二一六
E

E
Z
、
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0
、八四四

回入
、
ニ穴=

回四、三
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回百一、
五七回

一人、

8幽二九
五
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〔
設
)

側
財
政
資
金
対
民
間
受
払

一

売
さ
一
五
一

七百一三一五一

純
財
政
資
金
差
引
受
払

一

一
A

一回へ
至
。
一

(

A

)

額

一

一

一

ω

G
は
、
A
から
B
・C
・
D
・
E
-
F
を
怒
引
い
た
も
の
を
示
す
。

ω
Aの
支
払
制
加
が
両
方
式
に
於
て
多
少
続
出
血
す
る
の
は
、
主
と
し
て
、
統
計
局
カ
式
に
於
て
ご
十
三
年

問
、
五
月
分
交
付
仙
を
氾
刻
々
仕
げ
に
よ
っ
た
点
に
あ
る
。

ω
Bの
受
払
の
納
治
は
本
分
析
に
於
て
m
m
M
税
局
交
換
尻
昨
制定
額
〈
受
払
同
一徹)を
加
算
し
た
こ
、
と
vh
あ
り
、

受
払
の
差
額
は
m
A
ら
な
い
。

ω
Dの
多
少
の
喰
沿
い
は
、
統
剖
府
方
式
に
於
て
は
大
桜
島
刊
統
券
、
食
以
椛
券
の
ほ
か
、
目
的制の
対
民
間

附別
判
出
獄
を
加
え
た
こ
と
に
よ
る
。

ω
な
お
羽
目
欄
の
名
称
は
統
制
限
川
方
式
に
よ
る
。

布
に
列
挙
し
た
闘
家
財
政
実
績
算
定
資
料
は
、
殆
ん
ど
す
べ
て
木
分
析
と
同
じ
〈
政
府
資
金

の
対
民
間
収
支
、
従
っ
て
前
掲
国
仰
向
調
「
政
府
資
〈W
移
動
概
況
」
を
直
接
間
接
の
基
礎
資
料
と

す
る
が
、
こ
の
資
料
の
ほ
か
大
路
省
主
計
局
に
於
て
は
、
「
一
般
会
計
特
別
会
計
歳
入
契
約
等

歳
出
述
抑
制
」
(通
称
「
速
報
」
〉
を
毎
月
発
表
し
て
い
る
。

布
は
性
質
上
決
算
に
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
振
替
収
支
を
含
む
が
会
計
年
・度
並
に
)

般
会
計
、
特
別
会
計
の
区
分
が
明
確
で
あ
る
か
ら
、
予
算
の
実
行
状
況
を
見
る
た
め
に
は
非
常

に
便
利
で
あ
る
。
但
し
こ
の
資
料
は
、
出
発
券
銀
行
た
る
日
本
銀
行
と
の
収
支
を
含
ん
で
い
る

た
め
公
般
借
入
金
哨
減
関
係
が
明
か
で
な
く
、
銀
行
券
発
行
間
収
に
影
響
す
べ
合
財
政
資
金
の

推
移
を
見
る
た
め
に
は
不
適
当
で
あ
り
、
間
吏
に
年
度
の
途
中
に
於
て
は
「
流
川
現
金
」
(
年
度

末
に
繰
入
と
な
る
)
を
補
正
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
不
便
が
あ
る
。

附
残
さ
れ
た
問
組

以
上
本
分
析
の
財
政
資
金
算
定
方
法
と
、
経
済
安
定
木
部
資
金
需
給
実
績
の
計
数
を
中
心
と

す
る
其
他
資
料
と
の
関
係
に
つ

い
て
多
少
の
検
討
を
試
み
た。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
予
算
に
対
応

す
る
財
政
資
金
の
突
松
算
定
に
あ
た
っ
て
、
政
府
当
座
預
金
の
対
民
間
受
払
傾
よ
り
、
郵
便
貯

金
収
支
を
含
む
預
金
部
資
金
収
支
、
公
非
公
的
代
り
金
収
入
、
知
則
証
券
対
民
間
償
還
傾
を
蛇

除
す
る
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
大
体
問
題
が
な
い
と
、
結
論
し
て
も
大
過
あ
る
ま
い
。
然
し

な
が
ら
、

(1) 

克
に
こ
の
う
ち
か
ら
、
「
郵
便
年
金
、

保
険
」
収
支
尻
、
説
に
金
融
機
関
に
対
す
る

「政
府

二
九
六

出
資
」
を
控
除
す
べ
き
か
否
か。

削
未
達
勘
定
特
に
代
即
屈
の
未
達
を
ど
う
す
る
か
。

ω
別
に
予
算
に
よ
っ
て
計
算
し
た
赤
字

l
l公
債
借
入
金
予
算
と
の
対
比
を
い
か
に
す
る

・刀

A
吐

こ
の
財
政
赤
字
は
大
体
論
か
ら
い
え
ば
、
公
募
公
債
代
り
金
収
入
を
除
き
殆
ん
ど
大
部
分

日
本
銀
行
よ
り
調
達
さ
れ
る
と
見
て
差
支
な
い
が
、
更
に
詐
刺
に

一
般
部
当
肱
預
金
を
中
心

と
し
て
、
こ
の
財
政
赤
字
に
対
応
す
る
資
金
繰
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

等
の
諸
問
題
が
未
解
決
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
一
応
の
見
解
を
披
漉
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
が
、
此
処
で
は
単
に
問
題
の
所
在
を
指
摘
す
る
に
止
め
こ
れ
が
解
答
は
後
日

の
機
会
に
諮
る
こ
と
と
す
る
。

三、

昭
和
二
十
三
年
度
第
四

・
四
半
期
中
財
政
収
支
通
観

今
期
中
に
於
け
る
政
府
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
は
、
収
入
累
計
一
二
千
八
百
九
十
低
円
、
支

出
累
計
三
千
八
百
二
十
七
億
円
、
差
引
収
入
超
過
千
六
十
三
億
円
と
、
収
支
尻
は
前
州
に
於
け

る
治
大
な
る
赤
字
の
あ
と
を
う
け
て
今
期
は
逆
に
巨
額
の
黒
字
に
転
じ
た
。
但
し
こ
の
収
支
中

に
含
ま
れ
る
預
金
制
資
金
収
入
超
過
百
八
十
六
億
円
、
公
務
公
的
代
り
金
収
入
八
十
四
億
円
、

短
則
証
券
対
民
間
償
還
額
百
九
十
一二
・
艇
円
を
除
い
た
予
算
に
対
応
す
る
財
政
資
金
の
収
支
尻
と

し
て
は
、
問
中
左
の
通
り
一
月
収
入
超
過
百
七
十
八
億
円
、
二
月
間
四
百
四
十
三
億
円
、
一二
月

岡
三
百
六
十
四
舷
円
、
収
入
超
過
計
九
百
八
十
五
他
円
と
な
る
。

第

四

・
四

半

山

中

財

政
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収

支
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政

府

資

金

収

支

尻

預

金

部

資

金

収

入

趨

過

公

非

公

般

代

り

金

短

期

証

券

対

民

間

償

還

差

引

財

政

資

金

収

支

尻

〈

向

上

前

年

度

内

則

)

第

一・

間
半
則
以
降
第
三
了

間
半
則
迄
に
於
て
千
五
百
九
十
五
億
円
の
治
大
な
る
赤
字
企
県

相
し
た
今
年
度
財
政
資
金
収
支
尻
は
、
布
の
如
く
当
期
に
於
て
一
千
億
円
近
ぐ
の
銭
円
予
を
示
し



た
た
め
、
#一
記
引
年
度
中
財
政
赤
字
は
六
百
十
億
円
に
減
ず
る
と
と
L
な
る
。
年
度
中
財
政
資
金

が
、
第
一

l
l第
三
・
間
半
期
迄
に
巨
額
の
赤
字
を
示
し
最
後
の
四
半
期
に
至
っ
て
黒
字
に
転

ず
る
と
い
う
傾
向
は
、
昨
年
度
左
大
体
変
り
な
い
が
、
今
年
度
に
於
て
は
第
四

・
四
半
期
黒
字

が
昨
年
度
比
五
倍
の
巨
額
に
上
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
年
度
中
赤
字
は
絶
対
額
に
於
て
六
十
九

億
円
の
減
少
と
な
る
に
歪
っ
た
。

四
半
期
別
財
政
資
金
推
移

錦第第

昭
和
二
十
三
年
度
中
一

一
、一一
一六一

一一一一
一一
、
二
一
-
一一

一
二
七
、
六
四
阿

一
五
九
、
五
一
同

九
八
、
五
O
八

六
て

O
O六

四以 三 二一

四

半
四

半
間

半

上

小間
半

度

中

計 j町計 j仰期期

(ー)(→(一)

年第

ト)

(
単
位
百
万
円
、
付
赤
字
)

回
、
五
五
二
一

二
O
、
九
八
九
一

六
二
、
O
七
九
一

八
七
、
六
二

O
一

一
九
、
七

一
五
一

六
七
、
九
O
五
一

昭
和
二
十
二
年
度
中

←) (ー)ト)(ー)(→ 

市
も
省
の
今
年
度
財
政
赤
字
六
百
十
億
円
の
う
ち
、
二
百
八
十
億
円
は
民
間
蓄
積
資
金
(公

務
公
般
代
り
金
収
入
〉
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
か
ら
〈
昨
年
度
七
十
八
他
円
〉
、
財
政
上
の
純

追
加
資
金
の
供
給
は
差
引
三
百
三
十
億
円
に
過

F
な
い
こ
と
L
な
り
、
と
れ
を
昨
年
度
の
六
百

一
億
円
に
比
す
れ
ば
、
今
年
度
財
政
資
金
は
実
質
的
に
は
著
し
〈
引
締
め
ら
れ
た
と
考
え
て
よ

か
ろ
う
。

更
に
と
の
財
政
資
金
の
収
支
尻
を
資
金
の
性
質
別
に
分
け
て
考
・
採
す
れ
ば
、

期
中
消
資
資
金

収
入
超
過
七
百
二
十
他
円
、
事
業
資
金
収
入
超
過
二
百
六
十
四
億
円
、

山川
賞
資
金
O
円
、
収
入

超
過
引
九
百
八
十
五
億
円
と
な
る
。

資
金
性
質
別
財
政
資
金
推
移月

一
二

三
、
単
一一一一一一
一
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財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析

昭
和
二
十
四
年
一
月
|
一
一
一
月

然
し
な
が
ら
、
右
の
事
業
資
金
中
に
は
消
費
資
金
の
財
源
と
し
て
繰
入
れ
ら
る
べ
き
専
売
局

益
金
を
含
ん
で
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
消
費
資
金
に
算
入
し
て
再
計
算
す
れ
ば
、
期
中
性
質
別
財

政
資
金
収
支
尻
は
左
の
通
り
と
な
る
。

前

年

度

同

期

中

実

質

的

消

費

資

金

一

実

質

的

事

業

資

金

一

出

資

資

金

一

(

付

及

同

合

計

)

一

計
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H
l
伺
)
一

一O
一
、
会
豆
百
万
円
一

冨一、
一三
七
世

一

o

一

(
一
(
)
一
、
人
ニ
五
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
期
に
於
け
る
巨
額
の
黒
字
は
、

一
千
億
円
を
突
破
す
る
実
質
的
消
費
資

金
黒
字
に
依
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
実
質
的
事
業
資
金
は
僅
か
な
が
ら
赤
字
と
な
る
が
、

昨
年
度
同
期
に
比
す
れ
ば
、
そ
の
収
支
尻
は
著
し
〈
好
転
の
あ
と
を
見
せ
て
い
る
。

(
註
)
な
お
省
の
実
質
的
事
業
資
金
(
特
別
会
計
)
赤
字
は
、
大
体

一
般
会
計
よ
り
の
繰
入

(例
え
ば
政
府
事
業
再
建
伐
の
如
き
官
接
赤
・
￥
補
唄
資
金
等
綿
入
||
振
替
収
支
)と
、

公
債
借
入
金
収
入
〈
大
部
分
対
日
木
銀
行
収
支
)
と
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
笹
で
あ

る。

次
に
前
期
と
比
較
し
て
期
中
主
要
収
支
の
内
容
を
見
る
。

先
ず
収
入
面
に
於
て
は
租
税
収
入

は
、
農
業
所
得
税
を
含
む
第
三
期
申
告
納
税
所
得
税
の
納
入、

滞
納
分
の
強
行
取
立
等
に
よ
っ

て
期
中
千
三
百
八
十
一
億
円
と
前
期
比
二
倍
の
巨
額
に
よ
り
、
年
度
中
徴
税
総
側
酬
の
四
一
一
一
%
を

今
期
に
於
て
徴
収
し
た
計
算
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
租
税
外
収
入
百
六
十
三
億
円
、

専
売
局
益

金
二
百
九
十
八
億
円
も
前
期
比
夫
々
凶
十
億
円
前
後
の
増
加
を
示
し
、
文
前
期
に
於
て
財
政
赤

字
の
過
半
を
占
め
た
食
糧
管
理
会
計
支
出
超
過
(
前
期
赤
字
七
百
五
十
六
億
円
〉
も
、
今
期
に
於

て
は
逆
に
収
入
超
過
(
熟
字
二
百
五
十
九
億
円
〉
に
転
ず
る
等
諸
収
入
は
記
録
的
成
績
そ
収
め
て

い
る
。他
方
支
出
国
に
於
て
は
、
前
期
特
に
年
末
に
あ
た
っ
て
集
中
撒
布
さ
れ
た
政
府
諸
支
払
は
、

年
明
と
共
に
極
度
の
不
振
に
陥
り
、
僅
か
に
年
度
末
に
主
っ
て
者
干
支
払
促
進
の
あ
と
が
見
ら

れ
る
が
、
総
体
的
に
見
れ
ば
政
府
支
払
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
期
中
終
戦
処
理
費
支
出
の

二
九
七



資

料

激
減
b
z
初
め
と
し
て
、
公
共
事
業
費
百
ご
十
四
億
円
(
前
期
比
=
一
十
四
億
円
減
)
、
価
絡
調
整
資

百
九
十
四
億
円
(
同
十
三
億
円
減
)
、
社
会
及
労
働
施
設
費
二
十
四
億
円
(
同
十
九
億
円
減
〉
、
地

方
配
付
税
配
付
金
八
十
九
億
円
(
同
八
十
億
円
減
〉
、
国
有
鉄
道
事
業
会
計
支
出
超
過
三
十
九
億

円
〈
同
百
六
十
三
億
円
減
〉
、
通
信
事
業
会
計
支
出
超
過
五
十
四
億
円
〈
同
ご
億
円
減
〉
、
貿
易
資

金
勘
定
支
出
超
過
二
百
十
六
億
円
〈
同
十
四
億
円
増
||
註
)
等
の
主
要
支
出
は
最
後
の
貿
易
資

金
勘
定
を
除
ぎ
前
期
に
比
し
軒
並
に
大
幅
減
少
な
示
し
た
。

〈
世
)
こ
の
統
計
に
於
て
は
前
記
の
如
〈
特
に
貿
易
資
金
助
定
及
通
信
事
業
会
計
収
支
民
は

其
の
突
態
を
あ
ら
わ
さ
な
い
。

之
を
要
す
る
に
今
期
財
政
収
支
は
、
租
税
収
入
の
飛
脳
的
増
加
、
食
精
管
理
会
計
収
支
尻
の

黒
字
転
化
等
に
よ
っ
て
諸
収
入
は
記
録
的
好
調
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
一
方
諸
支
払
が
全
般

的
に
伸
儲
み
状
態
を
示
し
た
た
め
、
上
記
の
如
〈
期
中
収
支
尻
は

一
千
億
円
近
〈
の
黒
字
と
な

っ
た
。
然
し
な
が
ら
か
く
の
如
き
今
期
財
政
収
支
尻
好
転
の
反
面
に
於
て
、
急
激
な
る
巨
額
の

徴
税
強
行
と
政
府
諸
支
払
の
渋
滞
は
、
産
業
界
に
於
け
る

一
般
的
金
詰
り
に
拍
車
を
か
け
、
更

に
凶
民
生
活
に
対
し
て
露
圧
を
加
え
つ
L
あ
る
こ
と
が
刷
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

目
、
同
期
中
各
月
別
収
支
状
況

付
昭
和
二
十
四
年

-
月
中

当
月
政
府
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
は
、
収
入
千
五
億
円
、
支
出
七
百
八
十
六
億
円
、
差
引

収
入
超
過
二
百
十
八
億
円
と
、
年
度
開
始
以
来
最
初
の
而
も
巨
額
の
黒
字
を
示
し
た
。
但
し
と

の
金
額
中
に
含
ま
れ
る
預
金
部
資
金
収
入
超
過
、
公
務
公
依
代
り
金
収
入
、
短
期
証
券
民
間
償

還
額
を
除
い
た
予
算
に
対
応
す
る
財
政
資
金
の
対
民
間
収
入
超
過
と
し
て
は
百
七
十
八
億
円
と

な
る
。右
の
如
く
当
月
財
政
収
支
は
、
前
月
に
於
け
る
巨
仰
の
支
出
組
過
の
後
を
う
け
て
、
逆
に
相

当
の
収
入
組
過
に
転
じ
た
が
、
こ
の
原
因
は
相
税
及
専
売
益
金
等
の
収
入
は
大
体
例
月
初
一
の
受

入
を
示
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
支
出
に
於
て
前
数
ヶ
月
来
財
政
赤
字
の
大
京
を
な
し
た
食
糧
管

理
会
計
収
支
尻
が
、
供
米
一
服
に
よ
る
支
出
激
減
の
た
め
識
字
に
逆
転
し
た
ほ
か
、
終
戦
処
理

費
、
国
有
鉄
道
事
業
会
計
支
出
其
他
大
口
支
払
が
何
れ
も
著
し
く
不
振
に
終
始
し
た
と
と
に
あ

る
。
即
ち
主
要
収
支
の
内
容
を
見
る
に
、
収
入
舶
に
於
て
租
税
収
入
は
、
第
三
則
申
告
納
税
分

の
納
入
、
酒
税
、
物
品
説
の
移
納
訴
に
よ
り
前
月
比
ト
七
億
円
減
乍
ら
、
な
お
且
月
中
二
百
凶

二
九
八

十
六
億
円
の
巨
額
に
上
り
、
専
売
益
金
百
般
円
は
前
月
比
十
一
億
円
を
減
じ
た
が
、
例
月
を
若

干
上
廻
る
成
韻
を
示
し
て
い
る
。

一
方
支
也
前
に
於
て
は
上
記
の
如
き
食
糧
管
理
会
計
収
支
尻

の
逆
転
(
収
入
超
過
三
十
九
億
円
)
を
初
め
と
し
て
、
終
戦
処
理
貨
の
支
払
は
前
月
に
於
け
る
巨

額
の
前
払
(
概
算
払
)
と
支
払
手
続
の
遅
延
に
よ
っ
て
例
月
の
ほ
ど
半
額
程
度
に
激
減
し
、
又
通

常
問
、
五
十
億
円
に
上
る
国
布
鉄
道
事
業
会
計
支
出
超
過
も
工
事
費
支
払
仲
悩
み
の
た
め
僅
か

に
三
位
円
に
止
っ
た
。
其
他
主
要
支
出
も
公
共
事
業
賀
十
三
億
円
、
師
柿
制
盤
賀
五
十
九
億

円
、
社
会
及
労
働
施
設
資
六
億
円
、
地
方
配
付
税
配
付
金
十
八
億
円
等
何
れ
も
前
月
に
比
し

夫
々
六
十
三
億
円
、

二
十
八
億
円
、
十
八
億
円
、
六
十
億
円
の
大
幅
減
少
を
示
し
た
。
こ
れ
を

資
金
の
性
質
別
に
見
れ
ば
、
消
費
資
金
収
入
超
過
百
二
十
五
億
円
、
事
業
資
金
同
五
十
三
億

円
、
出
資
資
金
O
円
と
な
る
。

ロ
同
年
二
月
中

月
中
政
府
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
は
、
収
入
千
二
百
八
十
四
億
円
、
支
出
八
百
五
十
五
億

円
、
差
引
収
入
超
過
四
百
二
十
九
億
円
と
、
収
支
尻
は
前
月
に
倍
す
る
鬼
大
な
る
熟
字
を
示
現

し
た
。
こ
れ
か
ら
預
金
・
部
資
金
収
入
超
過
、
公
務
公
般
代
り
金
収
入
、
短
期
証
券
民
間
償
逃
額

を
差
引
い
た
予
算
に
対
応
す
る
財
政
資
金
の
対
民
間
収
入
超
過
と
し
て
は
四
百
凶
十
二
億
円
と

な
る
。布の
如
き
巨
制
の
当
月
財
政
川
市
平
は
、
租
税
収
入
の
飛
躍
的
地
加
を
中
心
と
す
る
諮
収
入
の

好
調
と
、
主
M
K
X
出
の
引
絞
〈
一
般
的
仲
悩
み
の
結
果
に
因
る
。
即
ち
月
中
主
要
収
支
を
見
れ

ば
先
ず
収
入
而
に
於
て
は
、
租
税
収
入
は
農
業
所
得
税
を
含
む
第
三
期
申
告
納
税
所
得
税
(
納

則
前
月
末
)
の
ズ
レ
の
当
月
へ
の
集
中
、
法
人
税
猶
税
物
品
税
の
納
入
順
訓
等
に
よ
り
荒
百
四

十
九
位
円
の
匡
制
に
上
り
、
前
月
比
三
百
三
儲
附
の
激
増
を
示
し
た
。
こ
の
ほ
か
和
税
外
収
入

六
十
阻
億
円
も
ま
た
前
月
比
三
十
三
億
円
念
増
加
し
、
専
売
益
金
九
十
四
位
円
は
前
月
比
六
億

円
の
微
減
な
が
ら
大
体
例
月
並
の
成
組
合
収
め
て
お
り
、
又
食
細
管
理
会
計
も
供
米
代
金
支
払

が

一
段
と
減
少
し
た
た
め
収
入
超
過
五
十
九
他
門
と
前
月
比
二
十
億
円
の
熟
字
削
哨
と
な
っ
て
い

る。
他
方
支
出
而
に
於
て
は
、
終
戦
処
理
貨
の
前
月
比
倍
増
の
ほ
か
、

円
、
公
共
事
業
質
問
十
六
低
円
、
薪
炭
需
給
訓
仰
会
計
文
出
超
過
十
一
二
億
円
等
は
、
諸
支
払
の

最
も
不
振
を
極
め
た
前
月
に
比
す
れ
ば
夫
々
十
六
拙
円
、
三
十
四
億
円
、
九
般
円
の
期
加
と
な

価
格
調
弛
世
七
十
五
億



る
が
、
薪
炭
需
給
調
節
会
計
を
除
け
ば
大
体
例
月
並
の
支
出
と
い
う
べ
く
、
地
方
配
付
税
配
付

金
支
出
並
に
固
有
鉄
道
事
業
会
計
支
出
超
過
の
如
き
は
僅
か
に
六
億
円
、
十
一
億
円
と
例
月
の

一
割
乃
至
二
割
程
度
に
止
ま
っ
て
い
る
。
か
〈
て
支
出
総
額
は
前
月
に
比
し
若
干
増
加
し
て
い

る
が
、
引
続
き
支
払
停
制
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て
当
月
消
費
資
金
収
入
超
過
は
三
百
七
十
五
億
円
に
上
一
り
、
事
業
資
金
も
六
十

七
億
円
の
収
入
超
過
と
な
っ
た
(
出
資
資
金
は

O
円)。

伺
同
年
三
月
中

当
月
に
於
け
る
政
府
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
は
、
収
入
千
六
百
億
円
、
支
出
千
百
八
十
五

億
円
、
差
引
収
入
超
過
四
百
十
五
億
円
と
、
収
支
尻
は
引
続
き
巨
額
の
黒
字
を
示
し
た
。
こ
れ

か
ら
預
金
部
資
金
収
入
超
過
、
公
募
公
債
代
り
金
収
入
、
短
期
証
券
対
民
間
償
遍
額
を
除
い

て
、
予
算
に
対
応
す
る
財
政
資
金
収
支
尻
を
推
算
す
れ
ば
三
百
三
十
億
円
の
黒
字
と
な
る
で
あ

ろ
う
。月
中
主
要
収
支
の
内
訳
を
見
れ
ば
、
収
入
面
に
於
て
は
租
税
収
入
五
百
八
十
六
億
円
は
年
度

末
に
当
っ
て
更
正
決
定
等
徴
税
を
急
い
だ
関
係
も
あ
り
、
前
月
に
比
し
三
十
六
億
円
を
増
加
し

て
本
年
度
最
高
の
受
入
額
を
示
し
、
専
売
局
益
金
百
四
億
円
も
ま
た
前
月
実
績
を
多
少
上
廻
っ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
食
糧
管
理
会
計
収
入
趨
過
百
六
十
億
円
は
前
月
黒
字
の
一一一
倍
近
く
に
当

り
、
薪
炭
需
給
調
節
会
計
収
支
尻
も
第
二
・
四
半
期
以
降
初
め
て
収
入
超
過
(
二
十
四
億
円
)
に

第
一
表

昭
和
二
十
三
年
度

第
四

・
四
半
期
中

政

府

資

金

対

民

間

収

支

分

析

表

別門部

項

目

別

_ r収

l iliZS童|入|干
支|四

年

ヨ宝，

月

月

入

支

出
一
収
支
付
超
一
収

出

一収
支
付
超
一
収一品刷、九凶五

六
、
三
六
六
回一広

H 

租

税

収

入

租

税

外

収

入

財
産
税
等
収
入

公

共

事

業

費

価

格

調

整

費

社
会
及
労
働
施
設

費

::r;. -ー
/、 ニニ
究実|

回、穴凶
五

七
、
望
。

t向費

五}霊

財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析

昭
和
二
十
四
年
一
月
|
一
一
一
月

転
ず
る
等

一
般
的
に
諸
収
入
は
前
月
に
引
続
ぎ
更
に
一
段
の
好
調
を
示
し
た
。

他
方
支
出
面
に
於
て
も
終
戦
処
理
賀
の
前
月
比
四
割
五
分
噌
を
初
め
、
地
方
配
付
税
配
付
金

六
十
五
億
円
、
公
共
事
業
費
六
十
五
億
円
、
固
有
鉄
道
事
業
会
計
支
出
超
過
一一
十
五
億
円
、
通

信
事
業
会
計
支
出
超
過
一
一
一+
ー一
一
一
億
円
、
貿
易
資
金
勘
定
支
出
超
過
七
十
九
億
円
等
の
主
要
支
出

は
、
何
れ
も
前
月
比
増
夫
々
五
十
九
億
円
、
十
九
億
円
、
十
四
億
円
、
二
十
億
円
、
十
九
億
円

と
大
幅
に
伸
長
し
て
お
り
、
ひ
と
り
価
格
調
整
費
六
十
一
億
円
の
み
は
十
三
徳
円
を
減
じ
た

が
、
こ
れ
ま
た
大
体
例
月
並
の
支
出
と
見
ら
れ
る
。
か
く
て
年
初
来
不
振
を
続
け
た
政
府
諸
支

払
は
、
年
度
末
を
迎
え
当
月
に
於
て
は
相
当
支
払
伸
長
を
見
た
と
結
論
さ
れ
る
が
、
上
記
の
如

〈
租
税
収
入
等
の
諸
収
入
も
記
録
的
好
成
績
を
収
め
た
た
め
、
差
引
収
入
超
過
は
引
統
含
一一一百

億
円
を
超
え
る
巨
額
に
上
っ
た
。

こ
れ
を
資
金
の
性
質
別
に
見
れ
ば
、
消
費
資
金
収
入
超
過
二
百
二
十
億
円
、
事
業
資
金
同
百

四
十
五
億
円
、
出
資
資
金

O
円
と
な
る
。

な
お
以
上
の
如
含
財
政
収
支
尻
好
転
を
反
映
し
て
政
府
当
座
預
金
残
高
は
異
常
の
余
裕
を
示

し
、
下
匂
に
至
っ
て
政
府
は
三
百
十
六
億
円
合
政
府
当
座
預
金
よ
り
政
府
指
定
.預
金
に
組
替
え

(
農
林
中
央
金
庫
百
五
十
億
円
、
市
中
銀
行
百
六
十
六
億
円
)
、
一
時
間
庫
金
の
運
用
を
は
か
る

こ
と
と
し
た
。
(高

田

)

(
単
位

百
万
円
)

月

入

てペベ
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一
、
木
炎
は
口
水
銀
行
に
於
け
る
政
山
刷
出」
能
.玖
金
受
払
小
よ
り
、

対
日
本
銀
行
収
支
及
他
の
政
府
飢
〈
止
と
の
組
替
を
除
〈
致
府
資
金
の
対
民
間
製
品
目
収
支
の
内
容
を
分
析
せ
る
も
の
で
あ
る
。

-一、

木
山
引
は
日
木
銀
行
制
即
応
剤
耐
『
政
府
資
金
移
動
級
況
」
、
特
に
そ
の
中
の「
民
間
関
係
収
支
内
訳
」に
依
っ
て
作
成
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
凡
そ
犯
の
如
会
議

定礼川
市
一向凶作
を
加
え
た
。

ω
木
炎
制H
『
預
金
都
民
合
」収
支
は
右
「
民
間
附
係
収
支
内
似
」中
の
「
剛山
企
部
」
収
支
に
よ
ら
ず
、
同
じ
資
料
の
「預
金
郁
収
文
内
沢
」
よ
り
、
郵
従
貯
金
受
払
ハ
郎
州民
貯
金

m減
院
で
あ
る
が
、
災
阪
の

mM聞と
は
お
干
の
時
間
的
ず
れ
が
あ
る
〉
と
只

他
削
川
υ
比
例
収
支
(穴
付
金
、
保
管
金
、
供
舵
合
得
〉
の
合
計
制
酬
を
と
り、

史
に
『
民
間
川
係
収
支
内
訳
」
中
『出
納
官
史

.m託
金
」
支
出
の
半
額
を
制
抑
制
悦
円
川
交
換
ロ
肌
医
務
会
と
嫌
怨
し
て
之
を
布
の
収
支
合
計
額
双
方
に
加
・
え
て
算
出
し
た。



第

二

茨

ω
際
資
料
〈
「
民
間
関
係
収
支
内
訳
』
V

中
『
預
金
刑
」
、
『
出
納
官
史
預
託
金
」
収
支
並
に
「
郵
便
局
過
越
金
岡
田
H
A
E
払
凶
」
の
三
者
受
払
合
例
制
よ
り、

前
記

ωの
償
金
部
資
金
収
支
を
鐙
引
い
た
残
額
は
、
そ
の
八
O
M岬
を
本
茨
伺
の
『
災
他
』
に
門
大

都
合
通
信
事
業
収
支
と
見
ら
れ
る
)
、
二

O
%を
村
の
「災
他
」
に
加
え
る
。
但
し
前
期
か
ら
「
獅
使
用
過
程
金
」
中
よ
り
取
引
高
税
印
紙
収
入
相
当
額
を
釜
引
き
、
之
を
付
の
『
其
他
」
に
加
算
し
た
。

問

原

資

料
『
災
他
」は
全
額
を
本
茨
H
の
「
災
他
」
に
算
入
し
、
終
戦
処
理
鈍
支
出
は
川
民
主
パ
門
の
『
其
他
」
支
出
羽
に
合
算
し
た
。
又
市
中
銀
行
鋭
の
主
要
食
寵
資
入
資
金
並
に
官
官
炭
貿
入
資
金
は
夫
々
食
糧
管
制
波
及
曲
折
炭
鯨
給
関
節
・両
会
計
支
出
織
に

合
算
し
て
ゐ
る
公
刷
者
は
第
二

・
凶
半
期
以
降
、

後
者
は
今
期
よ
り
〉
。

.

ω
釆
淀
川
制
定
調
整
は
日
本
銀
行
パ
ラ
y
z
-
Y
1
ト
に
よ
り
、
本
文
病
政
府
勘
定
及
国
庫
送
Am勘
定
〈
後
者
は
回
廊
制
度
改
正
期
た
る
二
十
二
年
十
-
月
以
降
よ
り
〉
を
併
せ
考
慮
し
た
。
削
惜
し
二
十
三
年
六
月
よ
り
支
出
自
国
昨
金
也
線
付
帯
剣
が
央

鈍
さ
れ
た
か
ら
前
者
の
残
'Mは
限
包
絡
に
よ
る
も
の
を
除
き
殆
ど
無
視
し
得
る
計
数
と
な
っ
た
。
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q
四
回
近
一

他資資

一
、
は
し
が
き

日
本
銀
行
国
庫
局
制
「
政
府
資
金
移
動
概
況
」
に
基
い
て
、
本
年
度
第

}
・
四
半
朋
中
(
昭
和

二
十
四
年
四
月
l
六
月
〉
に
於
け
る
財
政
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
を
分
析
し
た
結
果
は
、
大

要
別
添昭
和
=
十
四
年
度
第
一
・
四
半
期
中
政
府
資
金
対
民
間
収
支
分
析
表

に
示
す
通
り
で
あ
る
。
以
下
主
と
し
て
木
表
に
依
り
期
中
財
政
収
支
状
況
の
概
観
を
試
み
る
。

な
お
分
析
方
法
は
従
来
と
殆
ん
ど
変
ら
ず
、
そ
の
大
要
は
別
表
〈
註
)
に
要
約
し
て
掲
げ
て
あ

る
が
、
更
に
こ
の
分
析
の
意
義
と
算
定
方
法
並
に
本
或
計
数
と
経
済
安
定
本
部
発
表
「
国
庫
財

政
」
実
績
其
他
の
諸
計
数
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
前
号
調
査
時
報
に
総
括
的
に
説
明
し
て
お

い
た
か
ら
併
せ
御
参
照
聞
い
た
い
〔
第
九
号
調
査
時
報
本
欄
二
【昭
和
二
十
四
年

一
月
l
一一一
月
分

財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析

昭
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二
十
四
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四
月
六
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中
の
ご
】
「財
政
資
金
の
算
定
方
法
に
つ

い
て
」
〈
補
論
)
〕
。

二
、
期
中
財
政
収
支
通
観

当
期
中
に
於
け
る
政
府
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
〈
政
府
当
座
預
金
受
払
中
よ
り
、
対
日
本

銀
行
収
支
並
に
他
の
政
府
預
金
と
の
組
替
を
除
い
た
も
の
)
は
、
収
入
累
計一一
一千
五
百
凶
十
億

円
、
支
出
累
計
三
千
八
百
三
十
二
億
円
、
差
引
支
出
超
過
二
百
九
十
二
億
円
と
、
収
支
尻
は
前

期
巨
額
の
収
入
超
過
(
千
六
十
三
億
円
)
の
あ
と
を
う
け
て
、
か
な
り
の
支
出
超
過
を
示
し
た

〈
前
年
度
同
期
支
出
超
過
の
二
倍
余
〉
。
但
し
こ
の
金
額
中
に
は
、

付
国
の
金
融
活
動
に
基
く
郵
便
貯
金
収
支
及
び
其
運
用
等
の
預
金
部
資
金
収
入
超
過
十
五

億
円

同

普

通

戯
入
に
あ
ら
ざ
る
公
募
公
償
〈
電
話
公
債
)
代
り
金
収
入
九
億
円

同

並

に
・本
統
計
上
財
政
支
出
と
し
て
は
大
体
重
視
計
算
と
な
る
べ
き
短
期
証
券
〈
食
絹
証

券
)
の
対
民
間
償
還
額
三
百
十
九
億
円

を
含
ん
で
い
る
が
、

国
の
予
算
(
公
般
借
入
金
予
算
〉
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
財
政
資
金
の
対
民
間
現

一ニ
0
=一


